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編 集 後 記
紀要論文は丸善の400字横書 きの原稿用紙に手書 きする,とい うのがわが学
部では不文律になっていた。したがって執筆希望者に対して,例年 のように原
稿用紙を今年 も配布した。 ところが提出されナこものを見ると,ワープロで打っ
た論文が数本出て きた。苦労して原稿用紙のます 目に打ち込んだもの,裏 面を
つかって,一 枚400字を守 られた ものなど,いろいろ出てき弛。か く言う筆者
も,ワープ ロA4用紙に,打 ち込んでい る。 こうした動向を踏まえて,来年度
以降は従来の不文律をどう変えていけば よいか,一 気にワープロA4で の提出
に踏み切るか,従 来 との折衷で行 くべ きか,紀要編集委員会で協議申である。
それにして も時代の流れが改めて痛感きれる昨今ではある。
今年度は二人の退官教授をお送 りすることになり,それぞれの講座か ら研究
業績などの一覧 を出して頂 き,本紀要に収めることにした。先に第11巻(1985)
に既退官教授11名の業績一覧が一括 して掲載 されているので,そ の後を受けて
の事である。本学部の研究や運営に尽力 きれた三隈 ・田申両教授に心か ら謝意
を呈する次第である。
編集作業を終えるに際し,これにかかわった諸氏に感謝の意 を表する。
紀 要 編 集委 員
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